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おもな補正予算を紹介します

　11月定例会は、令和７年11月28日から12月19日までの22日間開かれ、一般質問に
14人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。補正第６号（専決処分）で863万
８千円、補正第７号で８億559万７千円、補正第８号で４億1,990万５千円を追加し、総額
241億3,122万円となりました。
　主な取組み（事業）を掲載します。

家計をサポート！子育て応援手当

毎日の買い物を応援！

猫と人が共に生きるために

◯【繰越明許費】物価高対応子育て応援手当支給事業　9,978万４千円（翌年度繰越額68万５千円）
　（物価高対応子育て応援手当支給事業費・事務費補助金　9,978万４千円）
　令和7年11月21日に閣議決定された「「強い経済」を実現する総合経済
対策」として、令和７年９月30日時点に0歳から18歳までのこどもを養
育する保護者に対し、こども1人当たり2万円の応援手当を支給する。
※対象児童には令和7年10月1日以降令和8年3月31日までに生まれる新
生児を含む。

◯【繰越明許費】市民生活応援券給付事業　３億2,012万１千円（翌年度繰越額３億325万１千円）
　（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　３億2,012万１千円）
　閣議決定された「「強い経済」を実現する総合経済対策」におけ
る物価高騰対策として、市民全員に一律１万円の応援券を給付し、
市民の家計を支援する。
・発送：令和８年３月中旬予定
・利用期間：令和８年３月～５月予定

◯飼い主のいない猫の避妊去勢手術費補助金　97万８千円
　（一般財源　97万８千円）
　飼い主のいない猫の増加を防止するため、市の承認を受けた団体が行う猫の避妊又は去勢手術に
必要な費用の一部を補助金として交付しているが、令和７年度11月現在における、補助金決定（２
地区、37匹を処置）及び補助金申請状況（７地区、58匹）を踏まえ、予算現額に不足が生じたため。

議会が可決・承認したのはどんな予算？

11月定例会の補正予算総額　12億3,414万円11月定例会の補正予算総額　12億3,414万円

※繰越明許費とは…
　年度内に支出が終わらないことが見込まれる事業
について、あらかじめ議会の議決を得て、翌年度に
予算を繰り越して支出できるようにすることです。
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予算特別委員会のQ＆A補正予算の審議について、質疑を抜粋して紹介します。

【債務負担行為】
地域間幹線系統運行事業（江見線）
　債務負担行為設定期間：令和７年度から令和13年度まで
　債務負担行為限度額：地域間幹線系統運行に必要な運行経費、設備整備等に資する経費に相当する額

（事業の目的）
　西鉄バス佐賀(株)の路線バス「江見線」は、運転手
不足等により令和８年９月末で廃止予定となってい
る。沿線住民の重要な移動手段を守るため、神埼市・
佐賀市・みやき町の３市町が事業主体となって運行
を継続し、地域の移動手段を確保する。なお、神埼
市は代表自治体として、事業の発注・管理や関係市
町間の調整を担う。

Q 江見線を３市町で引き継ぐにあたり、バス購入費や運営費などの費用負担はどの
ようになるのか。３分の１ずつではないのか。

A
費用負担は、基本的に路線の延長（距離）に応じた按分で決めている。バス購入
費も、走行に応じて減価償却していく性質を踏まえ、3市町の協議で「距離按分」
としている。

Q 自治体が引き継ぐと、乗車運賃が上がるのではないか。今より高くならないよう、
住民が利用しやすい運賃にしてほしい。運賃は誰がどう決めるのか。

A
運賃は国の制度に基づき設置する運賃協議会で協議して決定する。市としては、
利用者の負担増にならないよう配慮しながら、住民の利用実態も踏まえて協議を
進めていく。

※債務負担行為とは…
　将来の財政負担を約束する内容
を予算として定めておくものです。

【債務負担行為】
神埼市小中学校英語教育推進事業
（オンライン英語レッスン）
（事業の目的）
　グローバル化していく社会の中で、英語の能力がより求められており、小中を通した
英語教育を実施することで、国際社会で活躍できる人材の育成を図る。

Q 各学校のレッスン計画はどのように立てるのか。

A 時間設定については、各学校が自由に組むことはできない。事前に委託事業者と話
し合い、年間計画を立て実施している。

債務負担行為設定期間：令和８年度
債務負担行為限度額　：578万8千円

▲９月末で廃止予定の西鉄バス江見線
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職員採用管理システム使用料（一般管理費）　　11万円（一般財源　11万円）

飼い主のいない猫の避妊去勢手術費補助金　　97万８千円
� （一般財源97万８千円）

（事業の目的）
　令和７年度（令和８年度入庁）神埼市職員採用試験について２回目を実施するため、
当初（令和７年８月～ 12月）としていた職員採用システムの利用期間を令和８年２月
まで延長する。

Q
通年採用に対応するためシステム改修を行うが、当初から想定していたのか。また、
新たに中途・経験者採用（年齢層も高め）を含めた狙いは何か。なぜこのタイミ
ングで予算が出てきたのか。

A

職員の採用は人数確保を優先せず、基準（求める水準）を下げない方針を徹底する。
採用が難しい場合、通年採用で一定以上の能力の人材を確保し、組織力を高めたい。
当初予算は従来型の採用方式を前提としていたため、通年採用への切り替えに伴
うシステム対応は補正で計上する。職員の能力水準を妥協せず、人材確保を進め
て市政運営につなげる。

（事業の目的）
　動物の愛護及び管理に関する法律に基づき、動物による人の生命、身体及び財産に対
する侵害並びに生活環境の保全上の支障を防止し、人と動物が共生できる社会の実現を
図るため、飼い主のいない猫を原因とする生活環境被害を軽減することを目的とする。

Q
補助対象は事前に市の承認を受けた団体であったと思う
が集落としての登録なのか、それともボランティア団体
としての登録なのか。

A ボランティア団体、地区、どちらの登録も可能である。

Q 飼い主のいる猫、いない猫を市は明確に判断できるのか。

A 判断は非常に難しいと思うが、飼い主のいる猫についてはきちんと管理されてい
ると思うので、地域に支障をきたしているかで考える。
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生活保護費　　1,721万４千円 （生活保護費負担金1,075万２千円、返還金及び
 徴収金305万1千円、一般財源458万２千円）

水車の里・遊学館改修事業　　300万３千円
　　　　（行政財産使用料15万円、一般財源285万３千円）

（事業の目的）
　日本国憲法第25条に規定する理念に基づき、国が生活に困窮するすべての国民に対し、
その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その最低程度の生活を保障するとともに、
その自立を助長することを目的とする。（生活保護法第１条）

Q 生活保護世帯の現状と、受給者の自立に向けた支援体制はどのようになっているか。

A
生活保護世帯については、高齢者世帯が約43％を占めている。障がい世帯が約
11％、母子世帯が約２％である。近年は若い世代の相談が増えている状況にある。
佐賀県社会福祉士会に生活困窮者自立支援業務を委託しており、就労に向けた取組
を実施している。

（事業の目的）
　水車の里・遊学館は主に製粉等に利用されていた。仁比
山水車群を後世に伝えるために整備した施設である。本業
務において、公共下水道への接続等の整備を行い、機能維
持及び神埼市の歴史・風土のPRを図る。

Q 物産販売所ほか飲食店として利用できるように改修するとのことだが、業者の見
込みはあるのか。

A 現在、飲食店関係で１件問い合わせがきており、現時点では物産販売に関する問い
合わせはあっていない。

ふるさと寄附金基金積立金　　５億円　（ふるさと納税指定寄附金５億円）

（事業の目的）
　神埼市へのふるさと納税寄附金を市の事業に活用するため、ふるさと寄附金基金へ積
み立てるもの。

Q 寄附金を５億円増額補正しているが、人気返礼品の上位（概ね５つ）と現時点の
寄附額は。

A
主要返礼品（寄附件数ベース）は、肉・米・海苔・魚介類・家具等。
寄附額は、９月に伸びた後に10 ～ 11月はやや落ち込み、11月末現在で14億
493万２千円。
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常任委員会のQ＆A

各常任委員会での審議について、質疑を抜粋して紹介します。

総務常任委員会

産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

総務常任委員会では、条例案件３件について審議を行いました。

産業建設常任委員会では、条例案件１件について審議を行いました。

文教厚生常任委員会では、条例案件２件、その他案件１件について審
議を行いました。

議案第82号：神埼市職員の給与に関する条例等の一部改正について（全員賛成）

Q
「民間給与との較差 3.07％」の“民間給与” は具体的にどのような企業の給与を指して
いるのか。大企業・中小企業、正規・非正規など幅があるが、どの範囲のデータに基づ
く数字なのか。

A
佐賀県人事委員会が、県内の民間事業所を調査した結果に基づく。対象は従業員50人以
上の事業所から抽出して調査し、比較は国に準じて従業員100人以上の事業所データで
行い、較差（3.07％）を算出している。

Q 「初任給をはじめ、若年層に重点を置いた引上げ」とあるが、ここでいう“若年層”とは、
具体的にどの年齢層までを想定しているのか。

A ここでいう若年層は、概ね30歳代前半を指している。

議案第86号：神埼市火入れに関する条例の一部改正について（全員賛成）

Q １月１日から５月 31 日までに林野火災に関する注意報の発令期間が限定されているが、
それ以外の期間の対応はどのようになっているか。

A それ以外の期間においては、林野火災に関する注意報は発令されないが、気象庁による
強風注意報、乾燥注意報、または火災警報発令時は、火入れの中止を通知することとなる。

議案第 85号：神埼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
等の一部改正について（全員賛成）

Q 地域限定保育士が国家戦略特別区域の枠から外された理由は。

A

地域限定保育士の制度は、保育士不足解消等のため通常の保育士と
は別に、国から特別区域に指定された一部の自治体で導入された。
これらが保育士確保に一定の成果があったことから、今年10月か
らは児童福祉法の改正により、特例措置の国家戦略特区から全国に
制度が拡大し一般制度化されたため。
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一般質問

市 政 を 問う
11月定例会一般質問
　一般質問は、令和７年12月３日、４日、５日、８日の日程で行い、
14人の議員が登壇し、議論を交わしました。

各議員のQRコードを読み取ることで、パソコンやスマートフォン
で議会の中継・録画が視聴できます。

一般質問とは…議員が、市政運営全般にわたり、問題意識を市政に

　　　　　　　投げかけ、市の見解を直接求めるものです。

議
員　

市
内
の
有
害
鳥
獣
対

策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

佐

賀
北
部
地
域
有
害
鳥
獣
広
域

駆
除
対
策
協
議
会
と
神
埼
市

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

で
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、

広
域
的
な
駆
除
体
制
の
確
立

と
市
内
の
農
林
水
産
物
の
被

害
防
止
と
し
て
、
箱
わ
な
や

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
購
入

の
ほ
か
、
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ

イ
グ
マ
、
カ
ラ
ス
や
カ
モ
な

ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
を

猟
友
会
に
委
託
し
て
い
る
。

議
員　

イ
ノ
シ
シ
・
ア
ラ
イ

グ
マ
は
一
頭
当
た
り
の
捕
獲

報
償
金
、
鳥
類
駆
除
は
捕
獲

従
事
者
１
人
、
時
間
あ
た
り

１
，０
６
０
円
を
支
払
っ
て

い
る
が
、
駆
除
に
行
く
た
め

の
交
通
費
、
銃
の
管
理
費
等

を
含
め
て
日
当
が
低
す
ぎ
る

と
思
う
の
で
、
検
討
で
き
な

い
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

猟
銃
取
扱

は
、
非
常
に
責
任
も
重
く
、

市
の
有
害
鳥
獣

　

対
策
に
つ
い
て

德川　博人 議員德川　博人 議員

市
職
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て

議
員　

市
職
員
の
人
材
育
成

計
画
で
令
和
８
年
度
民
間
企

業
派
遣
研
修
の
内
容
は
ど
の

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の

か
。

大
坪
総
務
課
長　

近
年
は
、

自
治
体
の
情
報
を
効
果
的
に

発
信
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
本
市
も
強
化
に
努
め
て

お
り
、
令
和
8
年
度
は
福
岡

市
の
テ
レ
ビ
局
九
州
朝
日

放
送
に
１
年
間
職
員
を
派
遣

し
、
実
際
の
番
組
制
作
の
現

場
に
従
事
し
な
が
ら
、
情
報

発
信
、
デ
ジ
タ
ル
、
S
N
S

活
用
な
ど
多
角
的
な
情
報
発

信
の
手
法
等
に
つ
い
て
研
修

を
計
画
し
て
い
る
。

移
動
車
両
の
燃
料
代
な
ど
負

担
も
多
く
あ
り
、
次
年
度
以

降
に
お
い
て
は
、
捕
獲
従
事

者
の
意
見
や
県
内
状
況
を
踏

ま
え
環
境
整
備
に
向
け
て
協

議
を
進
め
た
い
。

捕獲用箱わな

侵入防止ワイヤーメッシュ
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一般質問

楽
し
く
過
ご
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

原口ひさよ 議員原口ひさよ 議員

議
員　

西
鉄
バ
ス
江
見
線
が

令
和
８
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
路
線
廃
止
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
沿
線

自
治
体
（
佐
賀
市
・
神
埼
市
・

み
や
き
町
）
で
代
替
路
線
の

確
保
に
向
け
て
協
議
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
協
議
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

令
和

８
年
10
月
以
降
は
３
市
町
で

共
同
し
て
路
線
バ
ス
を
運
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
運
行

事
業
に
係
る
契
約
事
務
な
ど

の
代
表
自
治
体
は
神
埼
市
が

担
う
こ
と
や
、
運
行
区
間
は

佐
賀
駅
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

西
鉄
久
留
米
駅
ま
で
と
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
運

賃
や
バ
ス
停
の
数
な
ど
詳
細

な
内
容
は
引
き
続
き
協
議
を

議
論
し
決
定
し
て
い
き
た

い
。

行
い
決
定
し
て
い
く
。

議
員　

平
成
24
年
か
ら
市
内

巡
回
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ

れ
14
年
が
経
過
し
て
い
る
。

こ
の
間
に
も
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
い
な
が
ら
改
編
を

繰
り
返
し
予
約
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
N
O
R
A
R
U

も
運
行
さ
れ
て
き
た
。
高
齢

化
が
進
み
、
運
転
免
許
証
の

返
納
や
免
許
を
持
た
な
い
市

民
へ
の
移
動
手
段
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
元
気
に
気
軽
に
外
出

で
き
る
よ
う
な
、
市
内
地
域

公
共
交
通
は
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

今
後
の
展

望
と
し
て
は
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め

策
定
中
の
神
埼
市
地
域
公
共

交
通
計
画
に
お
い
て
、
新
た

な
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
盛
り
込
む
方
針
で
あ

る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
得
ら
れ
た
意
見
や
本
市

の
地
理
的
な
地
域
特
性
を
勘

案
し
な
が
ら
、
神
埼
市
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

議
員　

様
々
な
視
点
か
ら
考

え
、
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

を
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実

績
、
そ
し
て
、
市
外
出
身
者

の
視
点
を
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
対
応
、
か
つ
て
の
よ

う
に
地
縁
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
つ

つ
あ
る
な
か
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
応
え
、
誰
も
が

住
み
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
る

地
域
を
実
現
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
、
副
市
長

と
し
て
神
埼
市
の
現
状
を
捉

え
ら
れ
た
今
、
市
長
を
補
佐

し
、
市
長
の
命
を
受
け
て
、

政
策
・
企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、

市
の
各
組
織
が
行
う
事
務
を

監
督
す
る
職
務
に
つ
い
て
こ

れ
か
ら
の
考
え
は
。

副
市
長　

實
松
市
政
と
な

り
、
脊
振
の
活
性
化
を
目
指

し
実
施
す
る
山
村
留
学
や
、

地
域
活
性
を
目
指
す
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
導
入
、
二
地

域
居
住
の
推
進
、
音
楽
・
芸

術
を
通
し
た
文
化
交
流
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
連
携
を

通
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な

ど
、
市
内
外
か
ら
人
を
呼
び

込
み
、
関
係
人
口
、
交
流
人

口
を
増
や
す
取
組
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
声

を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
市
政

に
反
映
す
る
こ
と
が
何
よ
り

大
事
で
あ
る
。
市
民
の
声
を

丁
寧
に
受
け
止
め
、
事
業
を

進
め
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

市
職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と

と
も
に
、
市
長
を
支
え
る
立

場
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と

同
じ
方
向
を
向
き
な
が
ら
、

今
あ
る
神
埼
市
の
よ
さ
を
生

か
し
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い

け
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
治
体
に
よ
る
就
労
支
援

の
取
り
組
み
。

・
自
治
体
に
よ
る
鍼
灸
助
成

の
現
状
。

・
悩
み
に
寄
り
添
う
福
祉

サ
ー
ビ
ス
。

副
市
長
に
問
う
。市
の
現
状
を

捉
え
ら
れ
た
職
務
遂
行
の
考
え
。

白石　昌利 議員白石　昌利 議員

議
員　

市
有
財
産（
遊
休
地
）

の
現
状
と
今
後
の
利
活
用
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

現
在
、
遊

休
地
と
な
っ
て
い
る
16
件
の

普
通
財
産
を
所
有
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
12
件
は
既
に

有
償
ま
た
は
無
償
貸
し
付
け

を
行
い
、
維
持
管
理
費
の
削

減
や
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
事

業
と
し
て
は
、
千
代
田
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
（
仮

称
）
南
部
地
区
防
災
備
蓄
配

送
セ
ン
タ
ー
に
、
旧
本
庁
舎

跡
地
を
多
く
の
方
が
気
軽
に

立
ち
寄
り
、
集
う
憩
い
の
場

を
創
出
す
る
２
つ
の
事
業
が

あ
る
。

神
埼
市
の
市
有
財
産
に

つ
い
て
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平山　文也 議員平山　文也 議員

神
埼
駅
北
口
一
帯
の

　

土
地
利
用
に
つ
い
て

議
員　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

の
西
北
で
は
、
宿
泊
施
設
九

州
最
大
級
の
キ
ャ
ン
プ
場
を

備
え
た
体
験
型
複
合
施
設

「
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
グ
ラ
ウ
ン

ズ
吉
野
ヶ
里
」
が
３
月
か
ら

オ
ー
プ
ン
す
る
。
こ
の
神
埼

駅
北
口
一
帯
は
計
画
的
な
土

地
利
用
が
求
め
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
土
地
利
用
を
考

え
て
い
る
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

長
期

総
合
計
画
で
は
、
Ｊ
Ｒ
神
埼

駅
の
拠
点
形
成
を
図
る
た
め

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
と
連
携

し
た
一
体
的
な
整
備
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
土
利
用
計
画
で
は
、
道
路

整
備
に
よ
る
南
北
交
通
の
円

滑
化
を
推
進
し
駅
北
と
観
光

地
を
結
ぶ
新
た
な
拠
点
形
成

プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
駅
北
口
一
帯
の

位
置
づ
け
は
。

森
田
建
設
課
長　

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
区

域
を
設
定
し
な
が
ら
住
宅
や

商
業
施
設
の
立
地
を
誘
導
し

都
市
的
街
並
み
の
形
成
を
図

る
方
針
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
ま
ち
づ

く
り

と
し
て
い
る
。

議
員　

幹
線
道
路
は
、
県
道

三
瀬
神
埼
線
の
み
で
通
勤
通

学
時
間
帯
は
渋
滞
が
著
し
い

が
、
駅
北
に
連
な
る
幹
線
道

路
網
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

筒
井
建
設
部
長　

新
た
な
幹

線
道
路
の
構
築
は
重
要
で
あ

る
が
、
市
の
財
政
事
情
を
考

え
る
と
整
備
実
現
の
た
め
に

は
国
や
県
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
相
談
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

末次　　勝 議員末次　　勝 議員

神
埼
市
水
源
地
域

　

振
興
計
画
に
つ
い
て

め
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
緩
和

す
る
対
策
と
し
て
水
源
地
域

振
興
に
関
す
る
基
本
構
想
と

地
域
振
興
に
関
わ
る
施
策

の
方
向
性
を
ま
と
め
て
い

る
。
神
埼
市
水
源
地
域
振
興

対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て

検
討
を
進
め
、
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
開
催
し
、
市

民
や
関
係
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
令
和
５
年
３

月
に
神
埼
市
水
源
地
域
振
興

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

議
員　

神
埼
市
水
源
地
域
振

興
計
画
の
会
長
で
あ
る
市
長

の
考
え
、
思
い
を
伺
う
。

市
長　

総
合
計
画
と
変
わ
ら

議
員　

現
在
の
神
埼
市
水
源

地
域
振
興
計
画
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
状
況
に

つ
い
て
。

筒
井
建
設
部
長　

城
原
川
ダ

ム
の
建
設
に
伴
い
、
ダ
ム
周

辺
地
域
の
生
産
機
能
や
生
活

環
境
に
著
し
く
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

る
事
業
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

こ
の
計
画
の
実
現
を
契
機

に
、
仁
比
山
地
区
、
脊
振
地

区
の
活
性
化
が
な
さ
れ
、
神

埼
市
の
更
な
る
発
展
と
つ
な

が
る
こ
と
を
目
指
し
て
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

議
員　

一
日
で
も
早
い
集
落

内
ク
リ
ー
ク
整
備
が
望
ま
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
今

後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

国

の
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

を
活
用
し
行
う
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
事
業
着
手
ま
で
一

定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ

り
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
な

ど
の
財
源
を
活
用
し
早
期
の

環
境
改
善
に
取
り
組
め
る
と

考
え
て
お
り
、
令
和
８
年
度

か
ら
の
事
業
着
手
を
予
定
し

て
い
る
。

ダム建設予定地の岩屋・政所・今屋敷地区

住宅開発が進む平ヶ里地区

集
落
内
の
ク
リ
ー
ク

の
整
備
に
つ
い
て

な
い
ぐ
ら
い
幅
広
に

い
ろ
ん
な
も
の
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、

一
つ
一
つ
本
当
に
大

事
な
事
業
と
思
っ
て

い
る
。
財
源
の
関
係

も
あ
る
が
、
ど
れ
か

ら
取
り
組
む
の
か
も

含
め
て
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ

て
議
論
し
な
が
ら
、

一
つ
で
も
期
待
さ
れ
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一般競争入札した本堀団地跡地

神
埼
市
の
固
定
資
産
税
の

　

課
税
の
仕
方

吉田　　守 議員吉田　　守 議員

固
定
資
産
税
額
を
算
定
し
て

い
る
。

用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
他
の
用
途
へ
の

転
用
が
困
難
な
時
、
処
分
が

適
当
と
な
っ
た
場
合
は
、
神

埼
市
公
有
財
産
規
則
に
基
づ

き
処
分
方
法
を
決
定
す
る
。

議
員　

特
に
土
地
の
処
分
に

お
い
て
一
般
競
争
入
札
の
場

合
、
企
業
ば
か
り
で
は
な
く

一
般
の
方
の
入
札
も
可
能
と

し
て
は
ど
う
か
。

鶴
財
政
課
長　

個
人
の
方
や

一
般
企
業
も
入
札
参
加
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

議
員　

固
定
資
産
税
の
仕
組

み
は
複
雑
で
分
か
り
難
い

が
、
算
定
の
基
本
的
な
考
え

に
つ
い
て
問
う
。

宮
地
市
民
生
活
部
長　

固
定

資
産
税
は
、
土
地
家
屋
、
償

却
資
産
を
対
象
に
、
地
方
税

法
に
基
づ
き
課
税
す
る
。
土

地
は
３
年
に
一
度
の
評
価
替

え
に
伴
い
、
土
地
の
公
示
価

格
や
取
引
事
例
等
を
踏
ま
え

算
定
し
、
家
屋
は
再
建
築
価

格
方
式
に
よ
り
再
建
築
に
要

す
る
費
用
を
基
準
と
し
て
算

定
す
る
。
償
却
資
産
は
、
所

有
者
の
申
告
に
基
づ
き
資
産

の
減
価
率
を
適
用
し
評
価
す

る
。
地
方
税
法
第
３
５
０

条
に
よ
り
標
準
税
率
が
１
・

４
％
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

市
も
こ
の
税
率
を
適
用
し
て

は
、
私
が
今
年
８
月
議
会
で

取
り
組
み
方
針
を
述
べ
た
よ

う
に
、
地
区
内
水
路
の
浚
渫

に
よ
り
、
集
落
内
排
水
環
境

整
備
と
同
時
に
大
雨
時
に
は

貯
留
ス
ポ
ッ
ト
に
水
を
溜
め

る
こ
と
で
上
流
・
中
流
・
下

流
に
水
を
分
散
で
き
れ
ば
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
が
使
え
な
い
期

間
で
も
、
ク
リ
ー
ク
水
路
で

あ
る
国
営
水
路
・
県
営
水
路

に
流
れ
込
む
流
量
は
少
な
く

な
り
内
水
氾
濫
も
改
善
す
る

と
思
う
。
集
落
内
水
路
の
浚

渫
対
策
で
緊
急
浚
渫
推
進
事

業
債
を
活
用
し
早
期
着
工
に

向
け
取
り
組
む
と
の
回
答
で

あ
っ
た
が
、
地
区
内
水
路
浚

議
員　

神
埼
市
の
水
害
対
策

の
一
つ
で
あ
る
田
ん
ぼ
ダ
ム

は
、
６
月
・
７
月
・
８
月
の

３
カ
月
間
は
取
り
組
め
る

が
、
９
月
か
ら
翌
年
５
月
ま

で
は
取
り
組
め
な
い
。
昨
今

の
線
状
降
水
帯
は
、
11
月
ま

で
発
生
し
て
い
る
。今
後
は
、

こ
の
点
も
考
え
て
対
策
を
取

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
為
に

渫
事
業
を
い
つ
か
ら
取
り
組

ま
れ
る
の
か
時
期
を
伺
う
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

集

落
内
水
路
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

債
な
ど
の
財
源
を
活
用
し
集

落
内
水
路
整
備
を
行
う
事
で

早
期
の
環
境
改
善
に
取
り
組

め
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
集
落
内
水

路
浚
渫
事
業
に
着
手
を
予
定

し
て
い
る
。

汚泥が堆積し治水機能が落ちた
集落内水路

地
区
内
水
路
浚
渫
で
、

　

安
心
安
全
な
生
活
を

副島　英樹 議員副島　英樹 議員

学
校
給
食
の
完
全
無

償
化
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う

山
田
教
育
部
長　

給
食
費
の

無
償
化
の
取
組
は
、
自
治
体

に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

国
に
対
し
全
額
国
費
で
の
措

置
を
要
望
の
結
果
、
令
和
８

年
度
か
ら
小
学
校
給
食
の
無

償
化
、
中
学
校
も
で
き
る
だ

け
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
制

度
設
計
等
の
検
討
が
進
ん
で

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
の
地
方
創
生
に
お

け
る
人
口
対
策
に
つ
い
て

行
政
財
産
か
ら
普
通
財

産
へ
変
更
さ
れ
た
不
動

産
の
活
用
に
つ
い
て

議
員　

行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
へ
変
更
さ
れ
た
不
動
産

（
主
に
土
地
）
の
活
用
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

行
政

財
産
を
用
途
廃
止
す
る
場

合
、
所
管
部
署
等
に
よ
り
利

活
用
計
画
を
策
定
し
、
新
た

に
転
用
す
る
こ
と
で
有
効
活
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議
員　

急
速
に
助
成
制
度
実

施
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る

背
景
を
ど
の
様
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
か
。

大
坪
健
康
長
寿
課
長　

自
治

体
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
に
お
い
て
難
聴
の
管
理

は
、
認
知
症
予
防
の
重
要
な

要
素
と
位
置
付
け
ら
れ
、
予

防
の
観
点
か
ら
の
各
自
治
体

の
考
え
方
と
認
識
し
て
い

る
。

議
員　

答
弁
で
二
つ
の
助
成

制
度
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
私

が
求
め
て
い
る
の
は
こ
の
制

度
の
枠
外
で
、
加
齢
に
よ
る

難
聴
で
外
に
出
る
の
を
控
え

て
い
る
、
聞
こ
え
え
づ
ら
く

人
と
話
し
た
く
な
い
、
等
の

不
安
を
抱
え
て
生
活
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
の
方
々
に
生
活

環
境
の
中
で
安
心
と
安
全
を

確
保
で
き
る
助
成
制
度
は
必

要
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

は
。

市
長　

私
と
し
て
は
高
齢
者

向
け
の
施
策
の
中
で
、
ど
れ

を
優
先
す
る
か
の
議
論
に
お

い
て
、
補
聴
器
の
助
成
と
い

う
も
の
は
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
た
だ
一
方
で
佐
賀

中
部
広
域
連
合
の
生
活
圏
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
で
外
出

を
控
え
て
い
る
理
由
と
し

て
、
足
腰
の
痛
み
、
交
通
手

段
が
な
い
な
ど
が
多
く
、
こ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
へ
の
支
援

が
優
先
さ
れ
る
。
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
調
査

も
含
め
高
齢
者
福
祉
施
策
の

順
番
を
考
え
て
い
き
た
い
。

※
１

　

40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
距
離
で
発
声
さ
れ
た
会
話

を
聞
き
と
れ
な
い
程
度
の
難

聴
。

補
聴
器
購
入
に
対
し

助
成
制
度
の
実
施
を
求
め
る

佐藤　知美 議員佐藤　知美 議員

議
員　

昔
は
小
学
校
で
小
動

物
を
飼
育
し
て
い
た
飼
育
小

屋
が
使
わ
れ
な
く
な
り
、
命

の
教
育
の
実
体
験
の
場
が

減
っ
て
い
る
現
状
を
ど
う
考

え
る
か
。
ま
た
、
代
替
と
し

て
高
取
山
公
園
等
で
小
動
物

を
飼
育
し
、
ふ
れ
あ
い
体
験

学
習
の
場
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
。

山
田
教
育
部
長　

鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
応
や
土
日
・
長

期
休
業
中
の
管
理
の
難
し
さ

か
ら
、
学
校
で
の
小
動
物
の

継
続
飼
育
は
難
し
い
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
点
を
適
切
に
活
用

し
た
授
業
や
メ
ダ
カ
等
の
飼

育
、
遠
足
等
で
の
体
験
型
学

習
に
よ
り
、
今
後
も
命
を
大

切
に
す
る
心
の
育
成
を
中
心

に
据
え
な
が
ら
、
時
代
に

沿
っ
て
工
夫
し
た
教
育
活
動

の
展
開
に
努
め
る
。

筒
井
建
設
部
長　

高
取
山
公

園
の
施
設
や
管
理
体
制
、
運

営
に
要
す
る
費
用
な
ど
を
含

め
、
ど
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

が
望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
効
果
的
な
対
応
を
模
索

し
て
い
く
。

市内小学校で唯一飼育されている
ウサギ（西郷小）

子
ど
も
た
ち
が
生
き
物
と

　

ふ
れ
あ
う
場
を

大野　秋人 議員大野　秋人 議員

重
要
土
地
等
調
査
法
の

対
応
状
況
に
つ
い
て

議
員　

脊
振
山
頂
の
航
空
自

衛
隊
背
振
山
分
屯
基
地
周
辺

が
特
別
注
視
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
区
域
内
の
地

目
や
外
国
資
本
に
よ
る
土
地

取
得
状
況
を
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

指
定

さ
れ
た
区
域
は
大
部
分
が
山

林
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
国
有
林
で
、
ご
く
一
部
に

市
有
林
と
私
有
林
、
田
・
畑

が
あ
る
が
宅
地
は
な
い
。
本

市
に
お
い
て
は
、
指
定
区
域

内
で
の
外
国
人
等
に
よ
る
土

地
、
建
物
の
取
得
は
な
い
。

今
後
も
、
国
が
継
続
し
て
実

施
す
る
土
地
等
利
用
状
況
調

査
の
結
果
や
制
度
の
運
用
に

注
目
し
情
報
収
集
に
努
め
た

い
。

議
員　

こ
の
質
問
は
今
回
で

３
回
目
と
な
る
が
、
最
初
の

質
問
時
の
助
成
自
治
体
は
35

自
治
体
、
２
回
目
は
１
２
９

自
治
体
、
今
年
９
月
の
時
点

で
４
８
２
自
治
体
へ
と
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
。

　

神
埼
市
に
お
い
て
も
加
齢

に
よ
る
難
聴
者
へ
の
助
成
制

度
の
実
施
を
求
め
る
。

佐
々
木
こ
ど
も
・
福
祉
部
長

　

補
聴
器
の
助
成
制
度
は
２

つ
あ
り
、
一
つ
目
は
聴
覚
障

害
で
身
体
障
害
手
帳
６
級
以

上
で
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
へ

の
助
成
制
度
、
２
つ
目
は
障

害
者
手
帳
を
保
持
し
な
い
軽

度
、
中
等
度
難
聴
の
18
歳
未

満
の
児
童
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。

※
1
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議
員　

姉
川
踏
切
の
拡
幅
・

通
行
制
限
の
解
除
に
つ
い

て
、
未
だ
に
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
が
、
地
域
住
民
の
通

行
や
営
農
活
動
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
事
は
、
市
も
認

識
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
通

行
制
限
で
小
型
特
殊
車
両
と

は
テ
ー
ラ
ー
や
小
型
ト
ラ
ク

タ
ー
で
あ
り
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
な
い
。
何
処
の
農
家

も
営
農
作
業
に
際
し
て
は
軽

ト
ラ
ッ
ク
が
主
流
で
あ
る
、

こ
れ
は
10
年
以
上
前
か
ら
の

地
域
の
課
題
で
あ
り
、
早
急

な
通
行
制
限
解
除
と
拡
幅
を

再
度
お
願
い
す
る
。

筒
井
建
設
部
長　

踏
切
の
対

策
に
つ
い
て
は
周
辺
踏
切
と

の
統
廃
合
な
ど
も
含
め
検
討

す
る
こ
と
で
、
市
の
費
用
負

担
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
地
元

の
考
え
も
確
認
し
な
が
ら
引

き
続
き
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
を

進
め
検
討
を
行
う
。

議
員　

市
道
天
竺
川
橋
南
か

ら
姉
川
上
分
線
の
天
竺
川
南

側
及
び
天
竺
川
橋
は
市
道
で

あ
り
な
が
ら
幅
員
が
狭
く
軽

自
動
車
が
ギ
リ
ギ
リ
通
行
で

き
る
現
状
で
あ
る
。
住
民
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
道

路
の
拡
幅
・
橋
梁
の
架
け
替

え
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

建
設
部
長　

市
道
天
竺
川
橋

は
姉
川
上
分
と
戸
井
戸
を
結

ぶ
橋
梁
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
幅
員
は
狭
く
軽
ト

ラ
ッ
ク
や
大
型
農
業
機
械
は

通
行
し
づ
ら
い
橋
梁
で
あ
る

事
は
認
識
し
て
い
る
。
現
在

架
け
替
え
や
拡
幅
の
予
定
は

な
い
が
、
橋
梁
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
維
持
補
修
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
は
市
の

財
政
状
況
も
考
慮
し
道
路
や

橋
梁
の
拡
幅
の
必
要
性
や
重

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

Ｊ
Ｒ
姉
川
踏
切
の
拡
幅
及
び

通
行
制
限
解
除
に
つ
い
て

増田　紀之 議員増田　紀之 議員

田
中
総
合
政
策
課
長　

利
用

時
間
や
乗
降
場
所
の
自
由
化

な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
く
最
適
な
運

行
形
態
と
な
る
よ
う
な
改
善

方
針
の
下
、
神
埼
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お

い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

議
員　

予
約
型
乗
合
タ
ク

議
員　

運
行
開
始
（
令
和
３

年
10
月
）
さ
れ
て
か
ら
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

運
行

開
始
か
ら
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
年
度
毎
の
延
べ
利
用

者
数
は
、
令
和
３
年
度
４
４

７
人
、
令
和
４
年
度
７
１
７

人
、
令
和
５
年
度
８
１
８

人
、
令
和
６
年
度
７
７
２
人

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

現
在
、
市
が
運
行
し

て
い
る
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
バ
ス
停
か
ら
の
乗
り

降
り
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

利
便
性
向
上
の
た
め
、
運
行

地
域
の
見
直
し
や
利
用
時

間
、
バ
ス
停
か
ら
だ
け
で
は

な
く
自
宅
か
ら
指
定
施
設
へ

行
け
る
よ
う
な
改
善
は
で
き

な
い
の
か
。

シ
ー
の
改
善
に
つ
い
て
、
市

長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長　

家
の
近
く
か
ら
乗
り

降
り
で
き
る
こ
と
、そ
し
て
、

乗
合
と
は
い
え
、
で
き
る
だ

け
最
短
ル
ー
ト
で
目
的
地
に

行
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
ほ

し
い
と
担
当
部
署
に
指
示
し

て
い
る
。

現在運行している乗り合いタクシー「NORARU」

ニーズに合わない踏切の通行制限

野口　英樹 議員野口　英樹 議員

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｕ
）の
改
善
に
つ
い
て
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一般質問

学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
を
求
め
る

福田　淸道 議員福田　淸道 議員

安心・安全な給食を毎日作っている
学校給食共同調理場

他
の
学
年
に
つ
い
て
は
生
徒

一
人
当
た
り
、
月
１
，０
０

０
円
の
補
助
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
総
額
は
年
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

荒
木
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長　

今
年
度
の
予
算
額
は
、

４
，６
９
６
万
２
千
円
で
あ
る
。

議
員　

中
学
全
体
を
無
償
化

し
た
場
合
予
算
は
い
く
ら
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長　

今
年
度
の
対
象
者
を
７
１
１

人
と
見
込
ん
で
お
り
、
給
食

費
は
、
４
，５
３
６
万
２
千

円
程
度
と
な
る
。

議
員　

ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、

議
員　

政
府
は
給
食
費
無
償

化
を
令
和
８
年
度
よ
り
、
実

施
の
方
向
を
明
言
し
て
い

る
。
し
か
し
国
の
予
算
化
の

内
容
は
小
学
６
年
生
ま
で
で

あ
る
。 

　

市
は
す
で
に
小
６
と
中
３

の
学
年
に
つ
い
て
市
独
自
の

予
算
で
無
償
化
し
て
お
り
、

市
が
こ
れ
ま
で
通
り
予
算
を

つ
け
れ
ば
中
学
全
学
年
を
無

償
化
で
き
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
ま
で
全
学
年
の
無
償
化

が
実
現
で
き
る
。
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

市
長　

そ
の
選
択
肢
も
あ
る

と
思
う
が
、
さ
ら
に
優
先
的

な
子
育
て
支
援
策
等
、
神
埼

市
な
ら
で
は
の
施
策
を
打
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

令
和
７
年
２
月
末
の

岩
手
県
大
船
渡
市
の
林
野
火

災
や
、
11
月
に
発
生
し
た
大

分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災

を
受
け
て
本
市
の
山
林
火
災

対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

本
市

で
は
「
神
埼
市
地
域
防
災
計

画
」に
お
い
て
市
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
山

林
火
災
を
含
め
、
災
害
予
防

や
応
急
対
策
、
さ
ら
に
災
害

復
旧
・
復
興
に
必
要
な
対
策

を
定
め
て
い
る
。
ま
た
脊
振

山
系
の
山
林
火
災
予
防
対
策

及
び
消
防
活
動
対
策
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
防
火
安
全
の

確
立
を
目
的
と
し
て
官
民
連

携
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
「
脊

振
山
系
火
災
対
策
連
絡
協
議

会
」
に
も
加
盟
し
て
お
り
、

森
林
管
理
署
や
航
空
自
衛
隊

背
振
山
分
屯
基
地
な
ど
の
国

の
機
関
、
福
岡
地
区
、
筑
紫

地
区
、
神
埼
地
区
管
内
の
消

防
署
、
地
方
公
共
団
体
、
森

林
組
合
、
九
州
電
力
送
配
電

（
株
）
等
の
団
体
の
構
成
で
、

脊
振
山
系
の
山
林
火
災
を
想

定
し
た
訓
練
も
三
年
に
一
度

実
施
し
て
い
る
。

域
移
行
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
地
域
に
よ
る
差
異
が
見
ら

れ
る
。
地
方
に
お
い
て
は
、

母
体
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ
が

少
な
く
、
活
動
場
所
の
確
保

や
指
導
者
の
人
材
不
足
、
運

営
費
用
や
謝
金
な
ど
の
財
源

確
保
、
保
護
者
の
時
間
的
金

銭
的
負
担
の
増
加
等
多
く
の

課
題
が
あ
り
、
教
員
の
負
担

軽
減
な
ど
の
効
果
も
十
分
に

表
れ
て
い
る
と
は
申
し
上
げ

に
く
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
火
入
れ
条
例
に
つ
い
て

大
規
模
な
山
林
火
災
が
発
生
し
た
時
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か

木原　憲治 議員木原　憲治 議員

中
学
校
の
部
活
動
改
革

に
お
け
る
地
域
展
開
の

状
況
に
つ
い
て

大
型
農
業
機
械
の
更
新
等

に
市
独
自
の
補
助
制
度
を

議
員　

中
学
校

の
部
活
動
改
革

に
お
け
る
「
地

域
展
開
」
が
さ

ら
に
令
和
８
年

か
ら
13
年
ま
で

の
６
年
間
延
長

さ
れ
る
が
、
今

の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の

か
。

山
田
教
育
部
長

　

全
国
的
に
地

議
員　

平
地
に
お
い
て
は
大

型
農
業
機
械
の
更
新
等
は

国
・
県
の
補
助
対
象
外
の
場

合
が
多
い
。
市
独
自
の
補
助

制
度
を
求
め
る
。

市
長　

市
の
財
政
状
況
の
中

で
神
埼
市
全
体
を
見
た
と
き

に
、
ど
う
い
う
根
拠
で
何
を

求
め
、
ど
こ
を
優
先
的
に
支

援
し
て
い
く
か
、
ま
だ
検
討

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ

の
農
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

一
つ
の
要
望
と
し
て
検
討
の

俎
上
に
上
げ
、
議
論
を
深
め

た
い
。

中学校部活の「地域展開」には、多くの課
題が残されている。
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一般質問

ガンバッテ　ガンバッテ　ガンバッテ

キレイにしただけじゃ
　　　終わらない…

議
員　
「
馬
場
川
か
わ
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
「
水

の
郷
再
生
市
民
会
議
」
と
の

連
携
に
つ
い
て
。

筒
井
建
設
部
長　

平
成
７
年

に
国
交
省
か
ら
「
水
の
郷
」

と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た

が
、
近
年
の
市
街
化
や
水
路

系
統
の
変
化
に
よ
り
、
か
つ

て
の
風
情
が
衰
退
し
て
い

る
。
令
和
３
年
に
「
水
の
郷

再
生
市
民
会
議
」を
設
立
し
、

２
つ
の
専
門
部
会
を
立
ち
上

げ
、
各
メ
ン
バ
ー
中
心
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

２
つ
の
部
会
と
は
。

建
設
部
長　
「
馬
場
川
か
わ

ま
ち
づ
く
り
部
会
」
は
、
国

の
支
援
制
度
に
基
づ
く
計
画

に
登
録
す
る
た
め
、
平
ヶ
里

踏
切
か
ら
下
流
の
現
地
状
況

の
確
認
を
数
次
に
わ
た
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
行
っ
て

い
る
。「
水
環
境
部
会
」
は
、

馬
場
川
を
は
じ
め
ク
リ
ー
ク

公
園
な
ど
の
改
善
に
向
け
た

対
策
案
を
再
生
市
民
会
議
へ

提
案
し
て
い
る
。

議
員　

市
と
部
会
と
地
域
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
成
で
ど

の
様
に
進
め
る
の
か
。

森
田
建
設
課
長　

各
部
会
か

ら
再
生
会
議
に
報
告
し
、
会

議
か
ら
市
に
提
案
を
頂
き
、

市
は
提
案
に
協
力
し
な
が
ら

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
特
定
外
来
生
物
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
に
つ
い
て

馬
場
川
流
水
の

　

増
量
が
命
題
だ

田原　和幸 議員田原　和幸 議員

総務常任委員会行政視察研修報告

　

今
回
の
研
修
は
、
10
月
９
日

か
ら
10
日
の
２
日
間
、
長
崎
県

対
馬
市
に
お
い
て
、９
日
は「
移

住
定
住
の
取
り
組
み
」及
び「
重

要
土
地
等
調
査
法
関
連
」
翌
10

日
は
「
国
際
交
流
」
の
研
修
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
移
住
定
住
施
策
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
が
97
世

帯
、
１
４
１
名
の
移
住
実
績
と

な
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
①
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む

移
住
相
談
会
の
開
催
②
し
ま
ぐ

ら
し
下
見
等
事
業
補
助
金
③
移

住
お
試
し
住
宅
④
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
⑤
定
住
支
援
住
宅
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
次
に
「
重
要
土
地

等
調
査
法
関
連
に
つ
い
て
」
で

は
、
対
馬
市
で
は
全
国
最
多
と

な
る
20
箇
所
が
指
定
さ
れ
対
象

区
域
の
土
地
取
引
に
関
し
、
国

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ

た
と
の
こ
と
で
、
同
法
の
所
管

部
署
と
固
定
資
産
を
所
管
す
る

部
署
が
違
う
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
の
こ
と
で
し
た
。
最
後
に

「
国
際
交
流
に
つ
い
て
」
で
す

が
、
現
在
は
韓
国
か
ら
年
間
20

万
人
前
後
が
訪
れ
、
観
光
消
費

額
は
79
億
円
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
日
韓
関
係
の
悪
化
や
コ

ロ
ナ
の
流
行
で
令
和
３
年
４
年

は
韓
国
か
ら
の
訪
問
が
ゼ
ロ
と

な
り
観
光
産
業
が
大
打
撃
を
受

け
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
頼
み
か
ら
国
内
か
ら

の
誘
客
に
方
針
転
換
し
壱
岐
市

と
連
携
し
た
旅
行
商
品
を
提
案

す
る
な
ど
大
都
市
か
ら
の
誘
客

に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

委員長　木原　憲治

対馬市での研修の様子
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議会改革検討特別委員会の活動報告

　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

で
は
、
12
月
16
日
に
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
の
検

討
項
目
に
つ
い
て
、
全
委
員
で

確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
閉
会
中
の
10
月
２

日
、
10
月
17
日
、
11
月
４
日
に

第
２
分
科
会
で
協
議
さ
れ
、
作

成
さ
れ
た
神
埼
市
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
案
に
つ
い
て
、
11

月
28
日
に
全
議
員
に
そ
の
内
容

を
通
達
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
最
終
確
認
し
た
う
え
で
、
12

月
19
日
の
本
会
議
に
全
議
員
が

提
出
者
と
な
り
発
議
上
程
し
、

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
議
員
の
政
治
倫

理
に
関
す
る
規
律
の
基
本
的
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
代
表
と
し
て
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

次
に
、
第
１
分
科
会
で
協
議

さ
れ
、
先
の
定
例
会
に
お
い
て

可
決
し
、
10
月
１
日
よ
り
施
行

し
て
い
る
「
神
埼
市
議
会
基
本

条
例
」
に
お
い
て
、
そ
の
細
則

を
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

　

神
埼
市
議
会
基
本
条
例
で

は
、
執
行
部
の
反
問
権
の
行
使

を
明
記
し
て
お
り
、
反
問
権
の

行
使
方
法
及
び
そ
の
範
囲
に
つ

い
て
、
全
議
員
で
確
認
し
、
執

行
部
と
情
報
共
有
し
て
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、議
会
報
告
会
、意
見

交
換
会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
各
常
任
委
員
会

代
表
の
議
員
６
名
で
構
成
す
る

議
会
報
告
会
運
営
会
議
が
中
心

と
な
り
、
１
月
10
日
土
曜
日
に

市
内
３
会
場
で
同
時
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
参
加
者
の
方
々
か

ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
市
民

の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
議
会

活
動
、
議
員
活
動
の
実
現
を
目

指
し
、
現
在
ま
で
の
調
査
・
審

議
し
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
一

つ
一
つ
整
理
し
な
が
ら
、
神
埼

市
議
会
の
議
会
改
革
を
将
来
に

繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。以
上
で
、

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
の

経
過
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

委員長　平山　文也

▲脊振交流センターにて開催の様子

神埼市議会【議会報告会・意見交換会】を開催

　去る令和８年１月 10 日、脊振交流センター、神埼市
役所、千代田文化会館（はんぎーホール）の３か所にお
いて、議会報告会・意見交換会を開催しました。
　当日は、市民の方より多くの意見をいただきました。

　いただいたご意見は全議員で確認
し、所管の委員会で検討するとともに、
執行部と情報を共有し、課題の改善に
努めてまいります。
　貴重なご意見をいただき、
ありがとうございました。
　今後も皆様の声を議会活動
に活かしてまいります。

【市民の方からの主なご意見】
・脊振広滝地区のバス停環境の改善
・道路拡幅と歩道の設置
・将来を見据えた移住促進と空き家の有効活用の検討
・過疎地域の買い物環境の改善
・神埼駅北を中心とした周辺地域の発展
・職員数や経費の削減を目的とした本庁への業務集約
・国道 264 号道路改良工事の早期完成要望書の提出
・小学生の下校時における見守り体制の在り方
・佐賀県農業公社による農地中間管理事業に対する手数料の廃止
・議員定数が現状維持に至った過程
・市議会議員のハラスメント事案における議会の対応　等
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信 頼 さ れ る 議 会 を 目 指 し て

神埼市議会議員政治倫理条例を制定
神埼市議会では、11 月定例会において、議員が守るべき行
動のルールを定めた「議員政治倫理条例」を制定しました。

議員の政治倫理を明確にし、公正で民主的な市政の発展につな
げます。

地位を利用した金品の授受、契約等での不当なあっせん、職員
の採用・人事等への不当な働きかけ、ハラスメントを禁じます。

市民の代表として、疑いを招く行為を避け、良識と責任ある行
動を求めます。

市民は「有権者の 100 分の１以上」の署名、議員は２人以上
の連署で審査請求ができます。

審査会で調査し、対象議員には弁明の機会があります。結果は
通知され、概要が公表されます。違反と認められた場合は、辞
職勧告などの措置の例が示されています。

　議員一人ひとりが高い倫理観を持ち、説明責任を
果たしながら、より身近で誠実な市議会を目指し、
更なる市民の皆さまの信頼向上を図ります。

１．目的：信頼される議会

３．禁止事項：口利き・金品・不当な働きかけ等を禁止

２．議員の基本姿勢：品位と名誉を守る

４．チェックの仕組み：市民・議員から請求できる

５．透明性：審査して結果を公表、必要な措置へ
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明日をみつめるまなざし

子 ち 体も 傍 感ど の 験た 聴 想 文

　
神
埼
小
学
校
、
千
代
田
東
部
小
学
校
の
６
年
生
が
、

社
会
科
学
習
の
一
環
で
市
議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
し

ま
し
た
。
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編
集
後
記

　

多
く
の
出
会
い
と
声
に
背
中
を
押
さ
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
の
4
年
間
で
し
た
。
地
域
で
の
行
事
や
様
々
な
現

場
、
学
校
行
事
な
ど
で
伺
っ
た
一
つ
一
つ
の
声
が
、
議

会
で
の
質
問
や
提
案
の
原
点
で
す
。
理
想
と
現
実
の
間

で
悩
み
、
資
料
を
読
み
直
し
、
先
進
事
例
を
学
び
な
が

ら
、「
今
で
き
る
改
善
」
と
「
将
来
に
残
す
投
資
」
を

ど
う
両
立
さ
せ
る
べ
き
か
を
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
頃
か

ら
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
も
対
話
を
力
に
、
暮
ら
し
の
安
心
を
守

り
つ
つ
、
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

�

（
記　

大
野　

秋
人
）

10月2日 議会改革検討特別委員会第２分科会
7日 岐阜県大垣市より行政視察受け入れ
8日 議会広報編集特別委員会

9日～ 10日 総務常任委員会行政視察研修（長崎県対馬市）
10日 第244回佐賀県市議会議長会〔正副議長会〕（鹿島市）
14日 富山県魚津市より行政視察受け入れ
17日 議会改革検討特別委員会第２分科会
20日 産業建設常任委員会
21日 議会広報編集特別委員会
23日 和歌山県橋本市より行政視察受け入れ
28日 九州市議会議長会第３回理事会（沖縄県宜野湾市）
30日 全員協議会

議会改革検討特別委員会第１分科会
31日 議会広報編集特別委員会

11月4日 議会改革検討特別委員会第２分科会
5日 全国市議会議長会第120回評議員会（東京都）
7日 議会広報編集特別委員会
10日 第34回全国市議会議長会基地協議会九州・沖縄部

会総会（宮崎県都城市）
11日 秋田県北秋田市より行政視察受け入れ
13日 防衛省全国情報施設協議会中央要望活動（東京都）
18日 文教厚生常任委員会
19日 産業建設常任委員会
20日 総務常任委員会

11月28日～
12月19日

令和７年11月第４回神埼市議会定例会

28日 全員協議会
3日 議会広報編集特別委員会
10日 令和７年度予算特別委員会
11日 産業建設常任委員会
12日 総務常任委員会
15日 文教厚生常任委員会
16日 議会改革検討特別委員会
17日 議会運営委員会
18日 全員協議会
19日 全員協議会

議会の動き（令和７年10月～12月）「市民の皆様からのご意見について」
　現時点での議員定数の結論については、議会
だより「あやとり」第 74 号に掲載したとおり
であります。
　記事掲載後、市議会に対して様々なご意見を
いただきましたが、次期改選時に現状の議員定
数を維持する事については、神埼市議会として
の判断となりますので、個別議員の意見を掲載
することは差し控えさせていただきます。
　しかしながら、議員定数のあり方につきまし
ては、改選後の神埼市議会においても議論すべ
き課題であることは、全議員の共通認識であり
ます。

広報編集
特別委員会の任期を終えて

　私たち６名は、令和６年５月から２年間、議会広
報編集特別委員会委員として、神埼市議会だより「あ
やとり」の編集を行ってきました。
　皆さまからのあたたかいご支援や、時には厳しい
ご意見もいただきながら、編集活動に取り組んでま
いりました。
　いただいたご意見一つひとつが、活動を進めるう
えでの大きな支えとなり、心より感謝しております。
　今後とも神埼市議会だより「あやとり」をご愛読
いただきますよう、よろしくお願いします。

議会広報編集特別委員会
委 員 長　佐藤　知美　　委　員　副島　英樹
副委員長　末次　　勝　　委　員　德川　博人
委　　員　田原　和幸　　委　員　大野　秋人


